
- 1 -

Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

この調査は生活習慣病予防対策のより細やかな施策を展開する上で県民の食生活習

慣の実態、県民の健康状況について経年的変化も含めて把握し、今後の生活習慣病対

策の基礎資料とするものである。

２ 調査の対象及び客体

「平成19年国民生活基礎調査」の調査地区より無作為抽出した60調査地区から、さ

らに無作為抽出した16調査地区において合理的に設定された調査地区内の世帯

（約400世帯）及び世帯員（約900人）を調査客体とした。なお、平成21年国民健康・

栄養調査の調査地区は、本調査の調査地区として選定した。

調査客体数及び実施数は以下のとおりである。

なお、宇都宮市分については、別途宇都宮市が実施した調査データを使用した。

対象 実施 調査 栄養摂取状況 身体状況 血液検査

保健所 世帯数 世帯数 実施者 調査 調査

数 対象者数 実施者数 対象者数 実施者数 対象者数 実施者数

（世帯） （世帯） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人）

県西 68 57 163 186 156 186 157 151 75

県東 62 53 178 186 156 186 167 152 79

県南 68 62 197 194 171 194 172 153 92

県北 61 44 148 177 132 177 135 135 51

安足 74 67 184 204 167 204 180 183 104

宇都宮市 24 15 46 71 35 71 41 58 14

総数 357 298 916 1,018 817 1,018 852 832 415

３ 解析対象客体の概要

１）調査世帯数

無作為抽出された対象世帯数357世帯で、そのうち調査実施世帯数は298世帯で

ある。

２）年齢階級別状況（対象者数）

栄養摂取状況調査及び身体状況調査における実施者数は、916名であり、それ

を解析対象者とした。
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総 数 1- 6 7-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70歳

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 以上

総数 調査実施者総数 916 54 85 37 82 129 94 133 145 157

栄養摂取状況調査 817 50 77 33 67 114 79 122 132 143

身体状況調査 852 47 68 34 70 120 91 130 141 151

身長・体重計測 838 47 66 32 70 117 88 127 140 151

腹囲計測 689 12 68 29 52 95 73 107 123 130

問診 516 - - - 43 79 63 96 118 117

歩数 635 - - 25 62 108 74 115 128 123

血液検査 415 - - - 26 67 44 77 105 96

男性 調査実施者総数 448 23 43 20 45 61 51 67 69 69

栄養摂取状況調査 396 22 40 19 37 52 42 59 62 63

身体状況調査 412 19 37 19 38 55 48 64 66 66

身長・体重計測 405 19 35 19 38 54 47 61 66 66

腹囲計測 329 6 37 15 27 41 39 50 57 57

問診 234 - - - 21 30 35 45 53 50

歩数 301 - - 15 32 47 39 55 59 54

血液検査 181 - - - 13 25 21 33 46 43

女性 調査実施者総数 468 31 42 17 37 68 43 66 76 88

栄養摂取状況調査 421 28 37 14 30 62 37 63 70 80

身体状況調査 440 28 31 15 32 65 43 66 75 85

身長・体重計測 433 28 31 13 32 63 41 66 74 85

腹囲計測 360 6 31 14 25 54 34 57 66 73

問診 282 - - - 22 49 28 51 65 67

歩数 334 - - 10 30 61 35 60 69 69

血液検査 234 - - - 13 42 23 44 59 53
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３）地区（健康福祉センター及び宇都宮市）別状況（対象者数）

総数 県西 県東 県南 県北 安足 宇都宮市

総数 916 163 178 197 148 184 46

男性 448 85 85 93 78 84 23

女性 468 78 93 104 70 100 23

総 数 1- 6歳 7-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70歳

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 以上

総数 男 448 23 43 20 45 61 51 67 69 69

女 468 31 42 17 37 68 43 66 76 88

県西 男 85 5 12 2 11 14 9 16 7 9

女 78 2 9 3 4 12 10 14 10 14

県東 男 85 6 10 3 7 10 10 11 17 11

女 93 5 8 2 8 13 9 11 19 18

県南 男 93 4 7 4 12 17 11 13 13 12

女 104 12 10 4 7 20 11 15 12 13

県北 男 78 5 8 6 3 13 9 11 10 13

女 70 6 11 2 6 10 7 6 10 12

安足 男 84 2 3 4 9 5 11 12 18 20

女 100 5 3 2 11 11 4 16 20 28

宇都宮市 男 23 1 3 1 3 2 1 4 4 4

女 23 1 1 4 1 2 2 4 5 3
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４）職業別状況（対象者数）

総数 専門的・ 管理的職 事務 販売 サービス 保安 農業

技術的職 業従事者 従事者 従事者 職業 職業 従事者

業従事者 従事者 従事者

総数 916 78 22 65 40 52 2 34

男性 448 37 20 21 20 16 2 19

女性 468 41 2 44 20 36 0 15

林業 漁業 運輸 生産工程 家事 その他 保育園児 幼稚園児

従事者 従事者 通信 ・労務 従事者 (無職)

従事者 作業者

総数 2 1 22 107 118 136 9 19

男性 2 1 21 85 4 75 7 6

女性 0 0 1 22 114 61 2 13

その他 小学校 小学校 小学校 中学生 その他 不明

幼児 低学年 中学年 高学年 の学生

総数 16 26 21 23 22 45 56

男性 5 13 12 10 13 27 32

女性 11 13 9 13 9 18 24

５）身体活動レベル別状況（対象者数）

総 数 1- 6歳 7-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70歳

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 以上

総数 男 448 23 43 20 45 61 51 67 69 69

女 468 31 42 17 37 68 43 66 76 88

低い（Ⅰ） 男 124 0 4 8 15 16 14 23 22 22

女 162 0 8 9 14 24 18 24 26 39

ふつう（Ⅱ） 男 143 22 20 6 12 17 15 16 15 20

女 148 28 26 4 8 15 7 25 23 12

高い（Ⅲ） 男 132 0 17 5 10 19 13 21 25 22

女 118 0 4 3 8 24 14 14 21 30

不明 男 49 1 2 1 8 9 9 7 7 5

女 40 3 4 1 7 5 4 3 6 7
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４ 調査項目及び調査の時期

１）調査項目

本調査は、身体状況調査及び栄養摂取状況調査からなり、調査項目は以下のと

おりである。

①身体状況調査

ア 身長・体重（満1歳以上）

イ 腹囲（満6歳以上）

ウ 血圧：収縮期（最高）血圧、拡張期（最低）血圧（満15歳以上）（2回測定）

エ 血液検査（満20歳以上）

オ 1日の運動量（歩行数）（満15歳以上）

カ 問診：（ア）使用中の薬の有無（満20歳以上）

（イ）運動習慣の有無と1週間の運動日数、運動を行う日の平均運動時

間、運動の強さ（満20歳以上）

②栄養摂取状況調査（満1歳以上）

ア 世帯の状況：氏名、生年月日、性別、妊産婦（週数）・授乳婦の別、仕事の

種類、身体活動レベル

イ 食事状況：朝、昼、夕別の外食・調理済み食・給食・家庭食・その他の区分

ウ 食物摂取状況：料理名、食品名、使用量、廃棄量、世帯毎の案分比率

２）調査時期

身体状況調査：平成21年11月中の1日

栄養摂取状況調査：平成21年11月中の1日（日曜日及び祝日は除く）

５ 調査の要領

１）調査員の構成

調査員は、医師、管理栄養士、保健師、看護師、衛生（臨床）検査技師及び

助手をもって構成した。栄養摂取状況調査については、主に栄養士がこれにあ

たり、身体状況調査については、医師、栄養士、保健師、看護師、衛生（臨床）

検査技師等が担当した。

２）調査票の様式

①身体状況調査票 8頁参照

②栄養摂取状況調査票 8頁参照

３）調査方法

①身体状況調査

身体状況調査は、調査対象世帯の世帯員を対象とし、対象者の集合に便利な

場所に集めて実施した。

②栄養摂取状況調査

調査日は、祝祭日、冠婚葬祭その他特別に食物摂取に変化のある日を避け、

被調査世帯においてなるべく普通の摂取状態にある日に実施し、被調査者の積
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極的協力を得るため、調査開始前に被調査地区民に対し調査の趣旨を十分説明

した。調査員が栄養摂取状況調査票を各世帯に配布し、記入要領を十分説明し

たうえ、秤を用いて秤量記入させたが、使用量が少なく秤量困難なもの等につ

いては、目安量をもって記入させた。

また、調査員である管理栄養士等は、被調査世帯を直接訪問し、記入状況を

点検するとともに不備な点の是正や記入の説明にあたった。

４）調査に関する秘密の保持

この調査は世帯や個人の私的なことに及ぶ場合もあるため、その個人情報の

保護と管理に万全を期し、対象者に危惧の念をいだかせないように留意した。

６ 集計及び作表方法

１）調査地区における整理・審査

栄養摂取状況調査について各調査地区の調査員は、各世帯が記入した栄養摂

取状況調査票の食品名及び使用量（廃棄量）を確認後、該当する食品番号を記

入した。

２）集計及び作表

栃木県保健福祉部にて、提出された個人別に作成された調査票について、入

力を行った。その後、独立行政法人国立健康・栄養研究所において集計、作表、

解析し、結果を取りまとめた。

７ 本書利用上の留意点

１）栄養素等摂取量の算出

栄養素等摂取量の算出には、「五訂増補日本食品標準成分表（科学技術庁資

源調査会、現文部科学省資源室）（以下、「五訂増補成分表」という。）を使用

した。

栄養素等摂取量は、調理後（ゆで、油炒め等）の成分値が五訂増補成分表に

収載されている食品には、これを用いた。また、その他の食品については、五

訂増補成分表に収載されている調理による「重量変化率」を加味して算出した。

２）食品群分類

食品群分類は、厚生労働省が実施している「国民健康・栄養調査」に従った。

食品の重量は、調理を加味した数量となり、「穀類」の米は「めし」・「かゆ」

など、「干しそば」は「ゆでそば」など、「藻類」の「乾燥わかめ」は「水戻し

わかめ」など、「嗜好飲料類」の「茶葉」は「茶浸出液」などで算出した。

３）食事内容

次の区分により集計した。

①外食
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飲食店での食事、及び家庭以外の場所で出前をとったり、市販のお弁当を買

って食べるなど家庭で調理せずに、食べる場所も家庭ではない場合。

②調理済み食

すでに調理されたものを買ってきたり、出前をとって家庭で食べた場合（食

事内容は「外食」と同じ）。

③給食

・保育所・幼稚園給食（教職員は、職場給食）

・学校給食（教職員は、職場給食）

・職場給食

④家庭食

家庭で作った食事や弁当を食べた場合。

⑤その他

・菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べた場合

・錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンク剤のみの場合

・食事をしなかった場合（欠食）

４）血圧の分類

収縮期（最高）血圧（mmHg) 拡張期（最低）血圧（mmHg)

至適血圧 ＜120 かつ ＜80

正常血圧 ＜130 かつ ＜85

正常高値血圧 130～139 または 85～89

Ⅰ度高血圧 140～159 または 90～99

Ⅱ度高血圧 160～179 または 100～119

Ⅲ度高血圧 ≧180 または ≧110

収縮期高血圧 ≧140 かつ ＜90

結果図表中の数値は、2回の測定値の平均値。 （「日本高血圧学会（2009年）による血圧の分類」より）

５）肥満の判定

BMI（Body Mass Index）を用いて判定した。

BMI＝体重kg÷（身長m）２

男女とも20歳以上BMI＝22を標準とし、肥満の判定基準は下記のとおりであ

る。

判定区分 低体重（やせ） 普通 肥満

BMI 18.5未満 18.5以上25.0未満 25.0以上



- 8 -



- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -


